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　い
わ
き
市
議
会
臨
時
会
が
、

十
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

改
選
後
初
め
て
開
か
れ
た
今
回

の
臨
時
会
で
は
、
磯
上
佐
太
彦

議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
、
選

挙
で
、
議
長
に
菅
波
健
議
員
、

副
議
長
に
蛭
田
源
治
議
員
が
、

新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
常
任
・
議
会
運
営
委

員
会
な
ど
の
委
員
が
選
任
さ
れ
、

各
委
員
会
に
お
い
て
正
・
副
委

員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　議
案
の
監
査
委
員
選
任
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

赤
津
一
夫
議
員
、
佐
藤
和
良
議

員
を
選
任
す
る
案
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

　各
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

※

敬
称
略
、
委
員
長
（
◎

　印
）
・
副
委
員
長
（
○

　印
）
・
議
席
番
号
順
。

市議会臨時会を開催
議長・副議長、常任・議会運営委員会などの構成決定

副議長に選出された蛭田源治議
員

議長に選出された菅波健議員
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政策総務常任委員会

◎小　野　潤　三
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○
道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て

【
提
言
】
本
市
の
西
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
道
の
駅
を
設
置

す
る
た
め
に
、
地
区
の
総
意
の

下
に
立
ち
上
げ
た
「
三
和
町
地

域
振
興
協
議
会
道
の
駅
整
備
促

進
検
討
部
会
」
で
は
、
数
多
く

の
先
進
地
の
調
査
・
研
究
を
行

い
、
地
域
に
合
っ
た
特
色
あ
る

道
の
駅
を
設
置
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
運
営
母
体
の
設
立
や
設
置
場

所
の
選
定
な
ど
、
重
要
課
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、

市
の
支
援
と
協
力
を
。

【
市
】
道
の
駅
は
、
道
路
利
用

者
へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路
交

通
環
境
の
提
供
と
、
地
域
振
興

を
目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も

の
で
す
。
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な

ど
を
二
十
四
時
間
、
無
料
で
利

用
で
き
る
「
休
憩
機
能
」
、
道

路
・
観
光
・
緊
急
医
療
情
報
な

ど
を
提
供
す
る
「
情
報
発
信
機

能
」
、
地
域
振
興
施
設
な
ど
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
共
に

行
う
た
め
の
「
地
域
連
携
機

能
」
の
三
つ
の
機
能
が
必
要
で

す
。

　
道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

た
運
営
母
体
の
設
立
と
設
置
場

所
の
選
定
が
特
に
重
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
向
け
た
意
見
の
集
約
や
、

合
意
形
成
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
と

も
、
道
の
駅
の
設
置
に
向
け
た

活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
生
活
排
水
施
策
の
充
実
に
つ

　い
て

【
提
言
】
中
山
間
地
域
は
、
水

道
水
源
地
を
含
む
河
川
上
流
部

で
あ
り
、
水
質
保
全
や
農
業
用

排
水
の
水
質
改
善
に
つ
い
て
は
、

都
市
部
と
は
異
な
る
重
要
な
意

義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
生
活
排
水
に
関
す
る
施
策
の

一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
・
い
わ
き
の
き
れ
い

な
水
環
境
を
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
に
資
す
る
も
の
と
思

い
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
。

【
市
】
環
境
に
配
慮
し
、
後
の

世
代
に
き
れ
い
な
水
環
境
を
受

け
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
生

活
排
水
処
理
を
適
切
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
三
和
地
区
で
は
、
す
で
に
永

井
地
区
と
三
阪
地
区
に
農
業
集

落
排
水
施
設
を
整
備
し
、
永
井

地
区
は
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、

三
阪
地
区
は
平
成
十
九
年
四
月

か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
に
未
接
続
の
世
帯
に

お
い
て
は
、
水
環
境
の
維
持
、

水
質
保
全
に
理
解
を
い
た
だ
き
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
地
区
に
お

い
て
も
、
早
期
の
合
併
処
理
浄

化
槽
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

国
の
四
割
の
補
助
に
市
独
自
に

一
割
の
補
助
を
上
乗
せ
し
、
合

計
五
割
の
整
備
費
用
の
補
助
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
補
助
制
度
の
周

知
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
環
境

の
改
善
と
水
質
保
全
の
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
集

三
和
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

　三
和
地
区
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
九
月
二
十
七
日
、
三
和
ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
同
懇
談
会
で

は
「
自
然
が
輝
き
　人
が
輝
き
　ま
ち
も
輝
く
　三
和
の
里
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん

と
市
長
・
関
係
部
長
な
ど
約
百
五
十
人
が
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
同
懇
親
会
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

真剣に懇談を聞く参加者の皆さん

道の駅の設置について提案する参加者


